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藤村 本日はお忙しい中, お越しいただきまして,

どうもありがとうございます｡

今日は, お笑い芸人の採用, 育成について, お話を

うかがいたいと思っております｡ 同時に, 働く場とし

てのお笑い芸人という観点から, 収入面や, 職業とし

てのお笑い芸人ということについてもお願いしたいと

思います｡

まず, お笑い芸人になりたいと思った人が, どうい

う形でその世界に入っていくのかについてお話しいた

だけますでしょうか｡

｢お笑い芸人｣ をめざす

木村 昔は, 弟子入りして, 師匠の身の回りの世話

など内弟子を 3年ぐらいやって名前をもらっていまし

た｡ 例えば, やすしきよしさんでもきよしさんは石井

均さんのお弟子さん, やすしさんは横山ノックさんの

お弟子さんでしたが, 横山なり, 何なりという名前を

もらって, 3 年たって初めて芸人さんとしてスタート

地点に立てたわけです｡

それが, 1982 年に吉本興業が吉本総合芸能学院

(NSC：ニュースタークリエーション) という養成所

をつくりまして, そこだと 1年でデビューできるかど

うかがはっきりすることになりましたので, 効率がよ

さそうだということで今は圧倒的に養成所組が多いで

す｡ 師匠の弟子になって, 修行して, デビューすると

いうコースは今でもありますが, 今の若い子に合って

いるのは養成所のほうのようです｡

このごろ弟子組からはあまりスターが出てこないで

すね｡ 弟子組というのは, いい弟子にはなるんだけれ

ども, タレントとして本来持っていたよさも消えてい

くという弊害もあるんです｡ とがっているところがな

くなっていく｡ 弟子組の最後で, メジャーになってい

るのが明石家さんま君とか, 島田紳助君ですけれど,

ダウンタウン以後はほとんど養成所組です｡

藤村 この養成所は, どういう意図でおつくりになっ

たんですか｡

木村 ノーブランド芸人というか, タレントを効率

よくたくさん出そうみたいなことだと思います｡

藤村 養成所ですから, 本人が 1年間授業料を払っ

て｡

木村 そうですね｡ 大して養成はしていませんけど

(笑), 発声とか, リズム感とか, 基本的な部分を教え

ます｡ ネタは本人たちがつくって, 構成作家の先生が

いますので, その人たちに多少添削してもらう｡ あと

は, もういきなり実践にほうり込みます｡

藤村 実践というのは舞台ですか｡

木村 舞台です｡ 吉本の劇場になんばグランド花月

というところがありますが, ここはメジャーな劇場で

すからまだでられません｡ 昔で言うと二丁目劇場, 今

だとベース吉本という若者専用劇場があって, そこで

デビューさせます｡ そしてお客さんにアンケートをとっ

て, A, B, C, ランク外というランクづけをしても

らう｡ A ランクをもらった者はネタを 3 分間できる,

Bランクは 2分間, Cランクは 1分間, それ以下は舞

台に立つこともできない｡ これをずっと年中繰り返し

ていくと成績の悪い人はやめて来なくなったり, あき

らめたりします｡ そして 1年たったところで, 残った

A ランクの人を, 今度はプロのタレントとしてマネ

ジメントするということにするわけです｡ 入学者は,

東京, 大阪で大体年間にそれぞれ 600人程度ですので,

計 1200 人ですね｡

入学者からは授業料を取るわけですから, 吉本興業

にとってはかなり経営効率がいいんです｡ しかも, 新

人のライブを中高生という一番感覚の鋭い女の子たち

に見せますから, マーケティングもできると｡ 観客か

らは入場料もとるわけですから, 有料のマーケティン

グができて, なおかつ授業料をもらって, こんな効率

のいいシステムは多分ないと｡

藤村 なるほど｡ どなたがお考えになったんですか｡

木村 きっとやっていくうちに見つかっていったん

でしょう｡ 最初はそんなことは考えていなかったと思

います｡

藤村 毎年 1200 人入ってくるうちの何人ぐらいが

残っていくんでしょうか｡

木村 10 人も残らないと思います｡ 確率的に言う

と, 相当な確率ですね｡ ひょっとすると東大に入るよ

り難しいかもしれない｡

藤村 残れなかった人たちはどうなっていくのでしょ

うか｡

木村 このごろの子はそんなに悲壮感もない｡ 昔,

我々のころだと, 芸能界に入るというと, 勘当される

ぐらいの覚悟を持って入ったんですが, 今の子は, 就

職やバイトと, 感覚的にそんな変わらないようで, だ

めだ, ならそれでもいいやと｡ 入学式に親がついてく

るなど, 昔ならそんなことあり得なかったですよね｡
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お笑いに対する世間的な評価が最近はずいぶん変わっ

てきました｡ 大学行くのも, 専門学校行くのも, 吉本

の養成所に入るのも, そんな差はないというか｡

藤村 最近, 親が応援するというのが大分増えてき

ましたね｡ 最初のうちは自分でアルバイトをするにし

ても, 芸の修行もあるし, なかなか食べていけません

から, 結局親が相当援助しているということなのでしょ

うか｡ 親も入れ込んでいるように見えます｡

木村 大学行くより費用対効果では確率がいいかも

しれませんものね｡

藤村 そういう親の見方について, 木村さんご自身

はどう見ていらっしゃいますか｡

木村 多分, お笑いとか, 芸能界というものに対す

る世間的な認知度が変わってきたということでしょう

ね｡ 昔は正業につけない半端者みたいな者がつく仕事

だったのが, このごろは, もっとお笑いというのがメ

ジャーになってきて, 抵抗感がなくなったということ

ではないかと思います｡

藤村 そういう意味では, お笑い芸人になっていく

層が非常に広くなっていると｡

木村 そうですね｡ 例えば, レイザーラモンという

コンビは, 二人とも大卒で同志社大学と立命館大学で

す｡ ロザンは, 一人は京都大学で, もう一人は大阪府

立大学ですから, 偏差値高いですよね｡

藤村 昔なら考えられなかったですよね｡

木村 考えられないですよ｡ あり得ません｡

一に実践, 二に実践 芸人の育て方

藤村 一番ベースになる劇場で少し頭角をあらわし

てきた後若手芸人のそれからの育成といいますか, 例

えば, 会社としてはこの芸人を育てたいという場合の

育て方が, 多分あると思うんですが｡

木村 吉本の場合は, できるだけ実践の場を持つこ

とです｡ だから, 例えばうめだ花月といった若者中心

のプログラムを組んでいる劇場でできるだけ出してい

く｡ 月に 10 日から 2 週間程度出して実践で鍛えてい

く｡ 笑いには先生はいません｡ 笑いは実践でどれだけ

場数を踏むか, 悔しい思いをするかということしかな

いんです｡ 歌と違って, ディレクターもミキサーもい

ないですから, 全部自分です｡ 吉本のタレントは, お

客さんの前で実践を, 場数をこなしているから強いん

です｡ 東京のタレントが弱いのは, 場数が足りないん

です｡ 30 日間壁に向かって練習して, 1 日間ファンの

前でやっているだけだからです｡

藤村 それはどういう意味でしょう｡

木村 東京には劇場がない｡ 落語の劇場はあっても,

若い子たちがやる劇場がないので, イベントだけになっ

てしまう｡ だから, ほとんどは自分たちで練習して,

来てくれるファンの前でやっているだけなので, これ

は受けますよね, ファンですから｡ ところが大阪の場

合は, 本人たちを目当てにしてきてない人のほうが多

いんですよ｡ その前ですべったり, 無視されたり, 新

聞読まれたり, トイレ行かれたりして, 悔しい思いを

して鍛えられていくんです｡

野球でも一緒で, ブルペンで速い球を投げてもしよ

うがないですよね, 実戦で投げないと｡ その実践の数

が, やっぱり大阪のタレントというのは違うんです｡

だから強い｡

マネジャーという存在

藤村 マネジャーというのは, どの時期でつくように

なるんですか｡

木村 舞台デビューしている人が, 大ざっぱに言う

と, 今 600 人くらいいますが, スケジュール表が必要

なタレントというのは 2割ぐらいで 120 人くらい｡ そ

の中でも個人のマネジャーが必要なタレントというの

は, そのうちの 2割ぐらいですかね｡

藤村 ほんの 20 人くらいですか｡

木村 そのくらいです｡ あとは, 1 人のマネジャー

が 10 人から 20 人を担当して, スケジュールをチェッ

クするぐらいです｡ だから, 個人のマネジャーがつくっ

ていうのは, 相当なレベルで, 例えば, 明石家さんま

とか, 島田紳助とか, ダウンタウンとか, あのクラス

にならないと専従というのはないですね｡

藤村 木村さんご自身も, 昔マネジャーをやってい

らっしゃいましたね｡

木村 私自身はマネジャーというのは, やすしきよ

しのマネジャーしかやったことはないんですが｡

藤村 そのときのマネジャーと芸人の距離の置き方

というのは, どうなんでしょう｡

木村 昔と今は違いますね｡ 例えば僕がマネジャー

になった当時, 一番メジャーだったマネジャーは, ラ

イバル会社の松竹芸能の石井光三という方ですが, こ

の方のマネジメントというのは, ｢汗と涙とよいしょ
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のマネジメント｣ といって, タレントさんと一緒に遊

んで, 一緒にギャンブルもして, お酒も飲みに行って,

気持ちよく芸人さんに仕事をしていただくと｡ 私はそ

れができなかったんです｡ お酒も飲めないし, ギャン

ブルも知らない｡ できないことで努力してもしようが

ないので, じゃあ, 全く違うことをやるしかないと思

いました｡ 偉そうに言うと (笑) 頭脳で貢献する, 戦

略を描くみたいなことしかないなと｡ そういうマネジ

メントを心がけてきました｡ 戦略を描くということで,

例えばこのタレントを 3年後にこの位置まで持ってい

くためにどういう仕事をさせるとか, どういう付加価

値をつけるかといったことを考えてやりました｡ タレ

ントの資質がよかったということはもちろんあります

が｡

藤村 マネジャーの善し悪しによってタレントが伸

びたり, そうでもなかったりというようなのはありま

すか｡

木村 多少はあるでしょうね｡ 多少はあると思いた

いですね｡ もちろん本人の資質が一番大事ですけど｡

それとある社長さんにうかがった話ですが, 成功の

反対は失敗じゃなくて妥協だと｡ どこまで目線を高く

保つか, 大きな野望を抱くかということで決まると｡

だから, 女の子にもてたいとか, 多少のお金も稼ぎた

いというところで満足してしまう人と, いや, もっと

どん欲に関西一, あるいは日本一のタレントを目指し

ている人とでは, やっぱり到着する地点は違うと思い

ます｡ それが, 紳助竜介や, ビートたけしビートきよ

しといったコンビ各々についた差だと思います｡ もち

ろん才能の差はありますけど｡

本人がどれだけどん欲に, また目線を高く保つかと

いうことが結局一番大事で, マネジャーができる役割

というのは, しょせん自分たちが舞台に立つわけでは

ないですから, タレントをおいしい水飲み場まで連れ

ていくだけです｡ 水を飲むか飲まないかは本人ですか

ら, やっぱり限界はあると思います｡ できるのは水飲

み場を探すことでしょう｡

例えば仰木監督はとてもいい監督で, 野茂とか, イ

チローとか, どちらかというとそんなにきれいなフォー

ムじゃない選手も許容しましたね｡ お笑いタレントで

も, あまり規制して, こうでなければいけないといっ

てしまうと, 本来のよさが抜けてしまう｡ だから, 本

人が持っているいいところを伸ばしてあげようと｡ た

だ事件も起こしたりするので, そこの我慢はやはり要

ります｡ マネジメントする側にとってはきちんとした

人のほうが評価しやすいけれど, 舞台へ出ていってお

もしろくなかったら何の意味もないわけです｡ だから,

多少, ほかのことには目をつぶっても, おもしろいと

ころがあれば, そこを伸ばしてあげるべきだと思うん

ですね｡

｢吉本流｣ 人の育て方

吉本は, 牧場型のマネジメントといって柵は低いん

です｡ 出ていくのも自由だし, 戻ってくるのも自由｡

なぜみんな離れていかないかというと, 牧場の草がお

いしいからです｡ その牧場の草をおいしくしておくと

いうことがとても大事で, それはチャンスがあるかも

しれない, たくさんギャラをもらえるかもしれないと

いうことです｡ 草をおいしくすることが一番必要なこ

とで, 牧場の柵を高くすることでは決してない｡ 規則

とかで, つい高くしがちなんですが｡

藤村 一般の企業の場合, とりあえずやらないとい

けない最低線の仕事があって, これをうまくこなせる

人がとりあえず重宝されます｡ それを超えて, 次のス

テップの, 企業のもうけになるようなものを考える人

というのは, 何かよくわからないと言われてしまう｡

よくわからないから, いろいろやらせるという会社と,

何をやるかわからないので制限する会社がある｡ 会社

の度量が試されますね｡

木村 そういう部分を残しておかないと, 会社も止

まると思います｡ どこか破れるというか, 新しいこと

にトライする部分はないといけないのではないでしょ

うか｡ 健全なリスクというか, 赤字というかね｡

吉本という会社は古い会社ですが, 基本的に新しい

ことが好きな会社です｡ そこがいいところだと思いま

すね｡ ｢何でもやってみろ, ただし, 損はするな｣｡ こ

れがきつい (笑)｡ でも, そう言ってもらえたらやろ

うと思うんじゃないですか｡ あれもこれもだめだと縛

られたら, リーチが伸びない｡ 社員の場合でも, 一定

の制限がありますが, 基本的には何か新しいことをや

りたいと言えばさせていました｡ あまりやらないので,

無理やりやらせたぐらいです｡ とにかく全員でやれと｡

アルバイトに至るまで全部イベントを一人一回やりな

さいと｡ 一人興業主プロジェクトということでイベン

トをやってみると, タレントさんとの打ち合わせ, プ

レゼンなど一通りのことを勉強できる｡ せっかく吉本
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に入ったのに, イベントをやらなくてはつまらないだ

ろうと思ってやらせたのですが, そうでもない子も今

は多いです｡ 会社がよくなってくると, 就社というか,

会社に入った時点で終わってしまう｡

藤村 芸人がある程度売れてくると, それなりにお

金も入ってくるし, いい車にも乗りたい, いい生活も

したいと思うわけですが, そのときに, いや, 君はもっ

と上をねらえるんだという動機づけをするということ

でしょうか｡

木村 それはとっても大事だと思います｡ 僕もやす

きよさんのマネジャーをやっていたときは, 日本一の

漫才師を目指そうと言って頑張ってきました｡ とにか

く, 僕らが入ったころというのは, お笑いという世界

自体のステータスもなかったし, 芸能界の中でも芸人

さんの評価も低かったですからね｡ 俳優さんとか歌手

が上で, お笑いタレントなんていうのはその下だとい

う評価でしたから, 自分がかかわっていて悔しかった

ですよね｡ もっとメジャーにしなきゃいけない, もっ

と金稼ぐようにしなきゃいけないと思って頑張ってき

た｡ 最近すっかりメジャーになりすぎて, ちょっとど

うなるかなとは思いますが｡ 何か悔しさといったよう

なものは結構バネになりますから｡

テレビとライブの違い

藤村 先ほどから, 舞台が大事だとおっしゃってお

られるわけですが, 片方でテレビという巨大メディア

がありますよね｡ テレビと舞台の違いはどこにあるの

でしょうか｡

木村 テレビと舞台の笑いの違いは, テレビという

のは非常に判断が速い｡ 例えば, 舞台だと起承転結と

いう段取りが必要で, いきなり出ていってギャグを言っ

てもだれも笑わない｡ それなりのストーリーが要るわ

けです｡ 山場をつくって, 落ちに持っていくことが必

要なんですが, テレビの場合は, 出ていって 30 秒が

勝負です｡ つまらなかったらチャンネルをかえられま

すから, いきなり笑いが要るんです｡ だから, 起承と

いう段階は要らなくて, 転結ぐらいのスピード感が要

りますよね｡ ところが, こればかりに慣れていくと,

舞台に出たときに笑いがとれない｡

というのは, 自分たちが売れているということを前

提に出ていくわけですから, もちろん明石家さんまぐ

らいまで売れていればいいけれど, 中途半端なタレン

トが舞台に出ていって, じゃあ, 大人の聴衆が笑うか

というと, 笑わないという難しさはあります｡ だから,

テレビ芸と舞台芸というのは完全に分かれてきている

ような気がします｡

藤村 どちらの場がお笑い芸人を育てる上で, より

いいのでしょう｡

木村 テレビは有名にはしますが, 育てない｡ 消耗

していく一方だと思います｡ だから, やはり舞台だと

思いますが, リターンが少ないんですね｡ テレビはハ

イリターンですが, ハイリスクでもある｡

藤村 そういう意味では, 吉本の芸人さんのように

テレビにも出るし, 舞台もやるという, 両方がいいん

でしょうか｡

木村 昔はそうだったんです｡ 舞台である程度腕を

磨いて, メジャーになってテレビに出て, 有名になっ

て, ファンをいっぱい劇場へ連れてくるというのが一

つの形だったんですが, 最近はテレビで売れると戻っ

てこない｡ だから, 完全に分かれてきました｡

藤村 それは本人の芸を磨くという上では, いいこ

となのか, あるいはあまりよくないのか｡

木村 どうでしょう｡ これはいい悪いじゃなくて,

そういうものだということではないでしょうか｡ ハイ

リスク, ハイリターンの人生を歩むのか, ローリスク,

ローリターンの人生を歩むのか, 人生観の問題だと思

います｡ だから, 東京の方がご存じない, このごろ見

ないねというタレントさんでも, どっこい大阪の劇場

ではちゃんと舞台をやって, それなりに食えていけて

るという世界はあるんですね｡ 両方あるというのが吉

本という会社の強みじゃないでしょうか｡ 普通はテレ

ビで売れなくなったら終わりですが, 吉本の場合は劇

場を持っていますので, そこでフォローはできます｡

｢お笑い芸人｣ の収入

藤村 収入の話に入っていきたいんですが, 最初は

食べていけないと言われますが, どの辺ぐらいから食

べられるようになるんでしょうか｡

木村 大阪のテレビ局だとだめですが, 東京で, レ

ギュラー番組を持ったらくらいでしょうか｡

藤村 今, 年収 300 万で生活する方法という本が出

ていますが, 300 万ぐらいの水準になれる人というの

は｡

木村 300 万ぐらいの水準というのは, わりと簡単
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にいくと思います｡

藤村 次は, 1000 万ぐらいですか｡

木村 昔は 1000 万の壁とか言って, 1000 万稼げる

ようになったら, まあまあ売れたといえるようになる

と言ったんですけど, もう今だと簡単にいくんじゃな

いでしょうか｡ 昔は, マネジメントサイドから言うと,

結構ごまかしがきいたんです (笑)｡ 大阪のタレント

は, 大阪で完結していますから収入の情報が漏れなかっ

たんです｡ しかも, 舞台から締め出されるということ

は, 芸能界からは即締め出されるということでもあっ

たんで, 押さえがきいたんですけども, 東京のタレン

トさんと一緒にやりますと, 楽屋一緒でしょう, すぐ

ばれますよね (笑)｡

藤村 いくらもらっているか｡

木村 えっ, うちはこんなひどいのという (笑)｡

漫才ブームのころはあっという間に気づかれましたね｡

だから, 事務所にとって一番おいしいのは, 1 年ぐら

いで, 1 年あったら本人に気づかれますから, その辺

は非常にフェアになりました｡ 漫才ブームのころは会

社はほんとにもうかりました｡ 600 万ぐらいもらって,

全部に払って, 540 万ぐらい残りました｡

藤村 会社にですか｡

木村 はい｡ そんな時期がありました｡

藤村 じゃあ, 本人には 1割しかいかなかった｡

木村 そういうことも大阪には多かったですね｡

藤村 収入というのは, 例えば, 吉本に所属をして

いる人の場合は, 会社とテレビ局の契約になりますよ

ね｡

木村 はい｡

藤村 テレビ局から会社に入ったお金がタレントさ

んに支払われると｡ 何か一見派遣社員みたいな感じが

ありますね｡

木村 ただ, 吉本の場合は, 例えば, 番組協力費と

か, あるいは番組製作費とかということで丸ごと請け

負うみたいなこともあります｡ 例えば, ユニットで,

タレントの仕込みは全部うちがやりましょう, みたい

なこともありますので, 単純に派遣ということにはな

らないでしょうか｡ そうしないと, もうけが差額だけ

で, それではたかが知れていますので｡

藤村 たしかに売れれば, 非常に高収入ですけれど

も, 逆に, 売れなくなると途端に落ちますよね｡

木村 テレビのギャラというのは, 基本的に下がる

ということはない｡ 仕事がなくなるのであって, 半分

の額だから使うという問題ではないんです｡ 半分でも

要らないものは要らない｡ 基本的にランクというのは,

そういうことです｡ 東京の場合は, 昔からフェアで,

TBS は TBS, フジはフジという局ごとに交渉してた

んですが, 大阪では横のつながりがあって, 民放統一

ランクというのを年に 1回更新してたんです｡ プロダ

クションの責任者が呼ばれて, 査定されるわけです｡

私は東京で 8年仕事をしていて大阪に帰ったのですが,

大阪で担当者に会ったときに, ｢こんなのおかしい,

民放横並びというのは｡ もう, うちいいですわ｣ と言っ

たら, ｢いや, 吉本さんが来なかったら, 統一ランク

できません｣ と言う｡ ｢それなら局によって事情が違

うし, 局別に話をしてもいいんじゃないですか｣ と言っ

たら, それはできないとおっしゃっるので, さらに

｢独禁法に触れるのでは｣ と言ったらやっとなくなり

ました｡ この横並びというのはほんとにおかしくて,

何かお代官様の前に一人呼び出されて, 7 対 1, 8 対

1 で交渉しているみたいな｡ 何で査定してもらわなあ

かんねんと (笑)｡

そんなランク決めちゃうと, 若いマネジャーが努力

しなくなるんです｡ 値段はこの表で決めますから｡ テ

レビ局のプロデューサーも努力しなくなる｡ やはりそ

こは駆け引きがあって, どうしても欲しければ, 高い

お金払うでしょうし, こっちが使ってもらいたい人は,

ただでも使ってもらうというケースだってあるわけで,

そこがノウハウなんですけど, それをしなくなる｡

藤村 そういうお話を伺うと, やはりマネジャーの

役割は非常に大きいなと思います｡

木村 タレントにチャンスを与えることはできます

よね｡

藤村 金額はどれくらいになるでしょうか｡

木村 金額は難しいですね｡ トップだと, やっぱり

10 億近く稼ぎますよね｡

藤村 いわゆる長者番付に出てきますよね｡

木村 出さないようにしている人もいますけども｡

実収で言うと, それぐらいは稼ぐと思いますよ｡ 少な

くとも日本のプロ野球選手よりは稼ぎますよ｡ 今だと,

1億円プレーヤーは 15人ぐらいいるんじゃないでしょ

うか｡ でも, 600 人の上から 15 人ですからね｡ ただ,

タレントさんの世界が非常にフェアだと思うのは, 別

に吉本興業という会社が序列を決めているわけではな

いわけで, お客さんの支持, あるいはテレビ局, とい

うことは視聴率だから, マーケットの評価がギャラの
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評価につながっているというところでは, 非常にフェ

アな世界だと思います｡ サラリーマンって違うんです

よね｡ マーケットの評価じゃないんですよね｡

藤村 ちょっと違いますね｡

木村 違うから, そこでいろいろ屈折したものがで

てくるわけじゃないですか｡ タレントの世界は文句の

言いようがない｡ 欲しかったら稼いでこい, 笑いとっ

てこいという話ですから｡

藤村 それは東京と大阪とあんまり変わりませんか｡

木村 変わらないんじゃないでしょうか｡ あまり給

料で保障するもんじゃないと思うんです｡ 市場価値と

いうか, 何年やっているからじゃなくて, どれだけ笑

いをとるから, いくら客を呼ぶから, これだけ払いま

すという評価なので, そこは非常にフェアな世界だと

思います｡

藤村 そういう意味では確かに結果がすぐに出て,

本人たちもフィードバックを受けて, 悪ければまたど

うするかを考えるのですね｡

木村 やめてから思ったことですけれども, どこか

でそういう世界にあこがれていたなと思います｡ 結局,

サラリーマンの場合は評価を受けるというのは, その

会社の名前とか, 立場とか, あるいは会社のサービス

内容とか, 商品によってですから評価が間接的なんで

す｡ タレントの場合は, 個人の名前で世間の評価を受

けるわけだから, 直接評価じゃないですか｡ リスクも

あるけども, このほうが充実しますよね｡ だから, 今,

私自身フリーターになってマーケットの評価を受けて

いるわけですが｡ 売れなくなったら終わりですよ｡ そ

ういう意味ではやりがいがあります｡ 大学の先生でも

そうかもしれないですね｡

藤村 そうですね｡ そのうち 10 年ぐらいたったら,

大学もどうなるかわかりませんから｡ マーケットの評

価をうまく自分の肥やしにして, 次に伸びていく芸人

と, そうでない人もいると思うのですが｡

木村 客のせいにして, きょうは客が悪いとか, そ

ういうことを言っているタレントは売れません｡ やっ

ぱり東京のゴールデンタイムの番組だったら一生懸命

頑張るけれども, ローカルの番組だったら手を抜くよ

うなタレントというのは, 売れたためしがないと思い

ます｡ やっぱりいいタレントさんというのは, どこで

も頑張りますよ｡ おもしろい世界です｡ お笑いそのも

のが, そんなに好きでもないんですけど, 受ける受け

ないということはずっと好きでした｡ だから, タレン

トさんを見るときも, 僕は客席からしか見たことがな

い｡

藤村 舞台の袖からは見ないのですか｡

木村 袖から見たのでは, やっぱり送り手の発想に

なってしまうんです｡ 私はお客さんがどこで笑うかと

いうことにしか興味がないんです｡ 笑いの数が多けれ

ばいい芸人さんです｡ いい芸をする人がいい芸人では

なくて, 笑いをとった人がいい芸人なんです｡

藤村 結果がすべて｡ そういう世界なんですね｡

木村 いい芸をして, 得心させるなら, それは勝手

に趣味の世界でやってよという話です｡

藤村 笑いをとれる人というのは, 常にアンテナを

張りめぐらせて, いろんな情報をキャッチしようとし

ていると言われますけども, ごらんになっていて, や

はりそうですか｡

木村 それはもう四六時中考えているんじゃないで

しょうか｡ このネタはいける, いけないとか, これは

使えるとか, 勉強もしますしね｡

藤村 例えば, 舞台というのは, そういうのを試し

てみる場になるわけでしょうか｡ つまり, 新しいネタ

を考えて, お客さんに受けるかどうか, 舞台という場

で試せる｡

木村 そうですね｡ 試せるし, やっぱり一つのネタ

として完成されていくのが舞台でしょうね｡ 何回もやっ

て完成させていくんです｡ だから, 一応漫才作家なん

ていますけども, そのままやっているようなタレント

はだめです｡ もうほんとうに原型をとどめないぐらい

変えていかないと｡ やすしさんも自分で台本書きまし

たけれども, 台本というのは土台ですから, 台本があっ

て初めて変えられるんです｡ 一から考えるというのは,

結構大変です｡ 多くて 30％ぐらいしか残ってないの

であとは全部自分たちで変えていくんです｡ その変え

ていく力がない, クリエイティビティーがないタレン

トはだめです｡

藤村 そういう意味では, 大阪の芸人さんのほうが,

舞台があるという面で非常にいい育成の場を持ってい

ることになりますね｡

木村 そうです｡ ですから, 東京の漫才を見ていて

絶対勝てると思っていました (笑)｡ 漫才ブームのと

きに大挙して来ましたけども, 絶対勝てると思ってま

したね｡ 東京の笑いというのは, 基本的に自分たちは

上にいて, ばかなやつを笑うという笑いなんです｡ 例

えば, コロンビア・トップライトさんなんか典型なん
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ですけど, 立川談志さんとかもそうなんですけど, 大

阪の笑いというのは, おまえあほやろ, おれもっとあ

ほやという笑い｡ だから自分をおとしめて笑いをとる

というところがあるので, どっちが上等かというと,

大阪の笑いのほうが上等だと思いますけどね｡ 人を傷

つけないですから｡

藤村 舞台に出た場合の出演料というのは, ランク

が相当あるんですか｡

木村 一応, 多少の年功序列のようなランクはあり

ますね, キャリアというのは｡ だから, 急に売れたか

らといって, 例えば, 南海キャンディーズが先輩を抜

くということはないですね｡ テレビはやはりそうはい

かないというのはありますけれど｡ だから, 舞台だけ

でもきちんと稼いでいて, 食べている人も結構います｡

藤村 今はなんばグランド花月では月に何日ぐらい

やっているんですか｡

木村 年中無休でやっています｡ 日本でここだけだ

と思います, 年中無休で｡ 多分, 大黒字という劇場も,

日本でここだけだと思うんです｡

藤村 新喜劇は木村さんが週単位にお変えになった

と聞いておりますが｡

木村 現在の公演は 1 週間単位です｡ 昔は 10 日単

位だったんですが｡ 新喜劇は出演者が 1週間単位で全

部かわるんです｡ 月 2回, 来る人はいませんから｡

｢芸人｣ ？ ｢タレント｣ ？

藤村 ここまでで ｢芸人｣ と ｢タレント｣ という二

つの言葉が出てきたんですけれども, その違いは何か

あるのでしょうか｡

木村 私たちは芸人という呼び名がとっても嫌だっ

たんです｡ ｢芸人｣ という言葉には, ある種見下すよ

うなニュアンスがあったんですよ｡ 芸能人の能がない

というのを芸人と言うみたいな, 能なしみたいなこと

を言われて｡ 私が入社したころは, 芸人という呼び名

があって, 一方マネジャーという呼び名がなくて, 事

務員と言ってたんですよ｡ だから, まさに事務をとる

人｡ ここには全然クリエイティビティーがない｡ それ

がとても嫌だなと思って, 笑いの世界の地位を上げる

ために, タレントとマネジャーという関係にしたいな

と思って頑張ってきて, ようやくそうなったんです｡

最近はよく ｢芸人｣ と言いますが, これは何でしょう

ね｡ 私自身はタレントのほうが格好いいと思いますが,

多分, ある種メジャーになって自分たちのアイデンティ

ティーを証明したいという欲が出てきたと｡ 今の人た

ちが使っているのはそういう意味での記号としての

｢芸人｣ ということだと思います｡ ほんとうの芸人の

世界に入って, 先輩後輩の序列をきっちり守って, 修

行もしてという意味での ｢芸人｣ ではない｡ だから,

芸人という言葉の意味自体が変質してきているような

気がします｡ 特に, 例えばテレビのワイドショーやク

イズ番組では, 政治家であろうが, 大学の先生であろ

うが, 文化人であろうが, お笑いタレントであろうが,

パネラーということで, あるいは解答者ということで

いうと横一線の評価をされるわけじゃないですか｡ そ

のときに自分たちのアイデンティティーのゆえんとい

うものがないので, 特に ｢芸人｣ と言っているだけだ

と思うんです｡

藤村 私は, 個人的には芸人という言葉はとても好

きなんですけどね｡

木村 そうですね｡ ただ, ｢じゃあ, おまえたち芸

人か｣ というような人たちまでが芸人と言っているよ

うに思います｡ だから, ちょっと意味合いが違うとい

うか｡

藤村 厳しい芸の修行をした人が芸人ですよね｡

木村 芸人というのは, 芸がある人だけだと思うん

です｡

藤村 こだわって使っている人は今はあまりいない

ということでしょうか｡

木村 一つの記号でお笑い芸人と言っているだけだ

と思います｡

職業としての ｢お笑い芸人｣

藤村 最後の質問ですけれども, 職業としてお笑い

芸人, タレントというのを見たときに, 将来はどうなっ

ていくとごらんになっておられますか｡

木村 今お笑いブームとか言われていますが, 全然

ブームじゃないと思っているんですよ｡ ある種のデフ

レ現象｡

藤村 デフレですか｡

木村 はい｡ 要するに供給過剰で, 価値が低くなっ

ているということにしか過ぎないような気がします｡

なぜかというと, 25 年前の漫才ブームというのは,

たしかにビートたけしを残し, タモリを残し, さんま

を残し, 紳助を残し, その後 25 年, この人たちがテ
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レビ界に君臨しているわけですよ｡ それまで主役だっ

た, 例えば, ドリフターズとか, コント 55 号という

のを駆逐したわけでしょう｡ じゃあ, 今の若手がさん

まや紳助を駆逐できるかと｡ できないですよ｡ 相変わ

らずこの辺は安全圏にいて, 下のほうでやっていると｡

これがまた来年変わっていくでしょうけど, この辺は

全く安全圏という構図は, 何も変わらない｡ という意

味で言うと全然ブームでも何でもない｡

確かに番組は増えました｡ それは費用対効果で言う

と, 非常に安直でレーティングを稼げるからつくって

いてテレビ局はほかのネタが生まれれば, 一斉にそっ

ちへ走ると思いますね｡ だから, 今のある種のデフレ

現象に甘えていたんでは, 淘汰されるのはもう目に見

えていると思います｡ ある種タレントそのものが, 消

耗品化しているというところがありますよね｡ テレビ

というのはそういう媒体です｡ だから, それに惑わさ

れるとだめで, 片方で自分たちが地道にライブをやる

とか, そういうことをやっておかないと, あっという

間に消耗品として消えていきます｡ ただ例えば, レイ

ザーラモンHGなどはちゃんとうまく間をつかんで,

｢フォー｣ というのをやっています｡ この辺は舞台やっ

ている分だけうまいと思います｡ 彼らは漫才に帰ると

思うんですよ, 多分ね｡ そういうのわかってやってい

るところがあるんですけど｡ 受けること自体を目的化

していると, ちょっと危険ですよね｡ そういう人もい

たよねで終わってしまいます｡

藤村 ビートたけしとか, タモリとか, 紳助を生み

出した漫才ブームというのは, すごい動きだったんで

すね｡

木村 あのブームと今を一緒にしたらいけないと思

います｡ 10 年後, あのポジションに座れるようなや

つが今いるのかといったらいない｡

藤村 どういうことが起これば 10 年後の島田紳助

みたいな人材を生み出すんでしょうか｡

木村 難しいんですよ, 今は｡ 昔は笑いという同じ

土俵の闘いだったんですけど, 今はライバルが増えて

きて, 例えば SMAP とか, ジャニーズ事務所と闘わ

ないといけない｡ だから単におもしろいということだ

けではなかなか通用しない｡ ある種の格好よさやメッ

セージが要るでしょうね｡ 非常に違う才能を要求され

るようになってきました｡ ジャンルの垣根が低くなっ

て, 今のお笑いタレントって大変だと思います｡ それ

は大学の先生にも言えることであって, テレビという

場では関係ないですからね｡ その場でおもしろいこと

が言えるかどうかだけですから｡

藤村 そうですね｡ 大学の先生もいろんなコメンテー

ターが出てきて, どんどん淘汰されていきますね｡

木村 どちらかというとテレビは, 過激なことが受

ける｡ 頭のいいしゃべり方をしているとだめなんです｡

こういう要素もあるけれど, こういう要素もあるとい

うのは受けないです｡ どっちかに決めなきゃいけない｡

喜怒哀楽をはっきりしなきゃいけないので, 例えばハ

マコーさんなどは絶対受ける｡

藤村 たしかに (笑)｡

木村 起承転結を整えてあまり論理的に物を言って

いるとだめです｡ どっちやねんみたいな (笑)｡

藤村 ということは, テレビのよさ, 舞台のよさ,

両方わかって, うまく立ち回っていくというか, 自分

の肥やしにしていくということですね｡

木村 メディアの特性をわかっておかないと, 出た

らいいというものではないですね｡

僕らでも, テレビに出ると, 出てましたねというこ

としか言われなくて, 言葉は残っていません｡ 何を言

おうがいいわけです｡ ラジオの場合は, こんなこと言っ

てましたねというのは残るんですね｡ だから, そこの

使い分けというのが要りますよね｡ ラジオは媒体とし

て未来があると思います｡

例えば, あるテレビ番組では, 3 時間出ていて, 5

回か 6回しかしゃべってません｡ あと, みのもんたさ

んがしゃべっているだけです (笑)｡ でも, 出ておく

というのも大事で, 意味を求めてはだめです｡

藤村 TBS ラジオで人生相談やっていらっしゃい

ますよね｡ あれ, 私, いつも聞いているんですけど｡

木村 ああいうほうが楽しいですね｡

藤村 昔はラジオというのは, お笑い番組の一つの

媒体でしたよね｡

木村 テレビ初期のころはそうですね｡ あのころは

ほんとうに話芸がないと, ラジオですから, 画でごま

かせませんから｡ そのころはダイマル・ラケットさん

とか, 蝶々・雄二さんとか, いとし・こいしさんとい

うのがよかったんでしょうけど, 見た目も要りますか

らね, テレビの場合は｡

藤村 これからも多くの若者がお笑い芸人の世界を

目指していくと思いますが, 大半は挫折して, もっと

違う世界に自分の生きていく場を見つけていくんでしょ

うね｡
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木村 一つ, それはやっぱり人に知ってもらうとい

うこと｡ 人間の一番大事な欲望というのは, 人に認知

されるということだと思います｡ お金を稼ぐよりも,

自分の存在を認めてもらうと｡ そういう意味では非常

にわかりやすい世界ですから, その世界にあこがれる

というのはわかります｡ サラリーマンの場合, 世間の

評価というのがなかなか見えないですから｡

藤村 せいぜい上司とか同僚からいい仕事をしたと

いう評価くらいですね｡ それはそれで大事ですが｡

木村 だから, 選択肢が増えてきたという意味では,

いい時代になってきたと思います｡ スポーツ選手もあ

るでしょうし, お笑いタレントもあってもいい｡ 映画

俳優だと, ちょっと距離があるけれど｡

藤村 そうですね｡ 映画俳優はだれでもなれるとい

うわけでもない｡

木村 歌手でも, モーニング娘｡ の登場で随分距離

感が縮まった｡ 私でもなれるみたいな｡ お笑いタレン

トもそうで, クラスのちょっとおもしろい人間が, 自

分ももしかしたらテレビに出られるんじゃないかと｡

そういう希望を持たせたという意味では, いいのかも

しれません｡ ただ入り口としてはよくても, そこから

先は長いですが｡

藤村 現実は非常に厳しいですよね｡ 本日は色々と

興味深いお話がうかがえて, 大変参考になりました｡

どうもありがとうございました｡

(2005 年 12 月 19 日：東京にて)
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